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人材養成等教育研究に係る目的

　芸術学部は、本学創立の理念である全人教育のもと、全人的な陶冶を基本理念として、

総合大学における芸術学部の特色を活かした芸術教育を目指している。芸術創造、芸術応

用、芸術企画・経営、芸術研究の各領域を学びの指針として、学部段階教育を踏まえた芸

術教養を基に体系的な専門知識と技能、および実践力の修得を図る。また理論的・実践的

側面を統合的に学習することを通して、多様な芸術表現の可能性と芸術活動の支援的側面

を探求し、我が国の文化芸術の特色を活かした芸術による社会貢献を推進し得る人材の育

成、および玉川大学の教員養成の実績を背景に、創造性豊かな実践的指導力を備えた、

中・高教員（音楽・美術・工芸）の養成を目的とする。

　パフォーミング・アーツ学科は、パフォーミング・アーツの体系的理解に基づき現代社

会における上演芸術や身体表現の役割を学修し、コミュニケーション能力と総合的実践力

の育成を通して社会に貢献できる人材を育成する。

　メディア・デザイン学科は、メディアアートとデザインの分野における幅広い知識とデ

ジタル技術の修得を活かし、知識基盤社会、高度情報通信ネットワーク社会における日本

の文化産業の発展に貢献できる職業人を養成する。

　芸術教育学科は、芸術と教育に関する基礎的な知識と技能を体系的に修得し、人間理解

を基礎に「芸術による教育」を学校教育や社会教育等の現場において、指導的な立場から

先導的に推進できる人材を養成する。
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